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（
２
名
） 

 

大
型
で
猛
烈
な
勢
力
の
台
風
１
９
号
が
紀
伊
半
島
の
南
を
通
過
し
て
、
関
東
、

甲
信
越
と
東
北
南
部
に
大
き
な
爪
痕
を
残
し
た
。 

近
畿
地
方
で
は
、
雨
風
が
強
か
っ
た
が
格
別
の
被
害
は
無
か
っ
た
よ
う
に
思

え
る
。
し
か
し
標
高
の
高
い
山
で
は
平
野
部
と
同
じ
と
は
限
ら
な
い
。 

台
風
通
過
の
行
仙
宿
の
調
査
に
向
か
っ
た
。 

 
 

 

モ
ノ
レ
ー
ル
の
準
備
中 

 
 

浦
向
道
の
橋
に
向
か
う 

 

手
摺
パ
イ
プ
を
運
ん
だ 

 

朝
６
時
半
に
近
鉄
吉
野
口
駅
で
志
岐
さ
ん
を
拾
っ
て
登
山
口
に
向
か
う
。 

台
風
直
後
の
た
め
か
国
道
の
通
行
量
は
少
な
い
。
９
時
丁
度
に
登
山
口
に
到
着
。 

Ｒ
４
２
５
や
林
道
に
異
常
は
皆
無
だ
っ
た
。
大
雨
が
降
る
と
水
流
で
深
い
溝
が

で
き
る
左
カ
ー
ブ
も
、
少
し
速
度
を
落
と
す
だ
け
で
問
題
な
く
通
過
で
き
た
。 

モ
ノ
レ
ー
ル
で
終
点
ま
で
上
が
り
、
二
人
で
浦
向
道
の
橋
を
見
に
行
く
。
手
ぶ

ら
で
行
く
の
も
は
ば
か
ら
れ
た
の
で
、
手
摺
用
の
パ
イ
プ
を
そ
れ
ぞ
れ
一
本 

ず
つ
を
持
っ
て
行
っ
た
。
橋
ま
で
に
は
枯
枝
が
多
数
落
ち
て
い
た
が
、
切
断
が

必
要
な
倒
木
は
無
か
っ
た
。
橋
に
到
着
し
パ
イ
プ
を
橋
床
板
の
前
に
置
い
た
。 

 
 

 

倒
木
の
除
去 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

行
仙
宿
に
到
着 

橋
に
は
枯
れ
た
木
が
２
本
も
た
れ
か
か
っ
て
い
た
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
は
モ
ノ
レ

ー
ル
終
点
に
置
い
て
き
た
の
で
、
ノ
コ
で
橋
上
の
部
分
だ
け
を
切
断
し
た
。 

モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
に
戻
り
荷
物
を
持
っ
て
小
屋
に
向
か
う
。
管
理
棟
の
東
斜
面

に
空
の
貯
水
槽
が
転
が
っ
て
立
木
に
引
っ
掛
か
っ
て
い
た
。 

 
小
屋
に
着
い
て
水
場
に
降
り
る
支
度
を
し
て
い
る
と
、
一
人
の
縦
走
者
（
女

性
）
が
南
下
し
て
き
た
。
小
屋
内
で
休
憩
す
る
よ
う
に
勧
め
て
水
場
に
降
り
た
。 

水
場
迄
に
も
折
れ
た
枝
が
多
数
落
ち
て
い
た
が
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
は
使
う
こ
と

な
く
全
て
手
で
排
除
で
き
た
。
水
場
に
到
着
し
て
一
安
心
。
落
石
は
全
く
な
く
、 



き
れ
い
な
水
が
滝
に
な
っ
て
流
れ
落
ち
て
い
た
。
志
岐
さ
ん
は
７
Ｌ
の
ポ
リ
タ

ン
ク
に
水
を
汲
ん
で
小
屋
に
運
ん
だ
。
持
っ
て
き
た
ジ
ョ
レ
ン
や
バ
チ
ヅ
ル
は

無
用
だ
っ
た
が
、
小
さ
な
熊
手
は
落
ち
葉
や
小
石
を
掻
き
出
す
の
に
役
立
っ
た
。 

 
 

 

水
場
に
降
り
る 

 
 
 

 

落
石
は
殆
ど
無
し 
 

ポ
リ
タ
ン
ク
に
水
汲
み 

 
 

 
 

 

女
性
縦
走
者
が
出
発 

 
 
 

貯
水
槽
を
回
収 

 
 
 

 

小
屋
周
り
の
清
掃 

 

小
屋
に
戻
っ
て
昼
食
に
す
る
。
女
性
縦
走
者
は
、
我
々
が
水
場
に
降
り
て
い

る
間
に
昼
食
を
済
ま
せ
、
小
屋
の
掃
き
掃
除
を
し
て
く
れ
て
い
た
。
行
仙
岳
ま

で
の
奥
駈
道
の
状
況
を
聞
い
て
み
た
ら
、
「
枝
は
い
っ
ぱ
い
落
ち
て
い
た
が
、

倒
木
は
無
い
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
行
仙
岳
ま
で
の
巡
視
は
中
止
し
た
。 

女
性
縦
走
者
が
出
発
後
、
管
理
棟
下
の
貯
水
槽
引
き
上
げ
に
か
か
る
。
転
が
っ

て
補
給
路
よ
り
も
下
に
落
ち
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
ロ
ー
プ
で
確
保
し
て
補

給
路
に
降
ろ
し
た
。
降
ろ
し
て
み
れ
ば
見
か
け
よ
り
も
軽
く
、
一
人
で
管
理
棟

横
ま
で
運
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。 

 
 

 
 

 

間
伐
材
を
運
ぶ 

 
 
 

 
 

本
日
の
参
加
者 

 
 
 

 

残
さ
れ
て
い
る
工
事
機
材 

 

熊
手
や
ホ
ウ
キ
で
小
屋
周
り
の
落
ち
葉
、
枯
枝
を
掃
除
、
管
理
棟
の
東
斜
面

に
残
さ
れ
て
い
た
間
伐
材
を
管
理
棟
前
に
引
き
上
げ
た
。
一
部
は
チ
ェ
ー
ン
ソ

ー
で
薪
材
用
に
小
切
っ
た
。 

小
屋
周
り
の
清
掃
が
終
わ
っ
て
下
山
を
始
め
る
。

途
中
で
２
１
番
鉄
塔
に
寄
り
道
す
る
。
先
日
の
工
事
機
材
が
ま
と
め
て
残
さ
れ

て
い
た
。
覆
わ
れ
て
い
た
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
が
一
部
剥
が
れ
て
い
た
の
で
、
掛
け

直
し
て
抑
え
に
脚
立
を
置
い
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

記
；
梶
野) 



 
行
動
タ
イ
ム 

登
山
口

09
：10

→09

：18

モ
ノ
レ
ー
ル
終
点

09

：25

→09

：41

浦
向
道
橋

09

：48

→10
：30
行
仙
宿10

：45

→11

：05

水
場11

：14

→11

：40

行
仙

宿14

：40

→15

：10
登
山
口 

 


